
平成２３年９月１日発行 

なのはな 第３８号 

 1 

 

なのはな 
    

人間人間人間人間もももも草草草草やややや木木木木もももも花花花花もももも風風風風もももも・・・・・・・・・・・・つながってつながってつながってつながって大大大大きくなるきくなるきくなるきくなる    

    

暑い毎日なのに、夜になると虫が「まっていたよ！」とばかりに一斉に鳴き出し「虫の音楽会」が始ま

ります。自然の営みは、見えやすい様で見え難いんだなーと改めて感じ、虫から見たら今の人間達に起き

ている事は、どんな風に見えるのかなーなんて・・･鳴き声を聞きながら思うこの頃。 

 

人間も草や木も、花や風や光や空気・・・も、みんなつながっていることを日常、感じられたらこんな

大惨事になる事はなかったんだろうなあと改めて「人間の心」を深く考え、私達大人は、子ども達にどの

ように話せばいいのか・・なかなか言葉が見つからないのです。 

それでもこの未曾有の大惨事は、いまだ収束せず今を生きている子ども達に影響を与えているのも事実で

す。 

人によってこの問題を考える、スタンスや考え方が違うのは当然ですが、子どもを預かる園として園が考

える「子どもに最善の環境」を用意する事は、大事だと考え、園独自に線量計を購入し日常の保育場面の

測定をして保育活動に生かしたいと言う願いにたくさんの父母のみなさまの共感を頂き、線量計を購入す

ることが出来ました。熱い父母の皆様の思いに深く感謝をしています。 

子ども達の生活の場が不安になるなんてこの仕事に就いて、初めての経験ですが、それでも未来を生きる

子ども達に「笑顔が溢れる生活」を創りだす保育実践の大切さと大人の責任の大きさを感じています。 

 

今日から9月 

夏の間の心と身体の発達を土台にめざましく発達をしていきます。 

そして、園では、子ども達の関係が深まっていく時期でもあります。 

それは、プラスだけでなくマイナス（不安になる・くやしい・さびしい・・）も含んでいます。そんな時、

大人は、すぐに手を出してしまいがちですが、子ども達の中で解決していくのをゆっくり、じっくり待っ

ててあげましょう。 

保育は、そうしたクラスの発達を大切になかまの関わりを、じっくり丁寧に育てていきたいと思っていま

す。 

 

 大人達もそんな子ども達のパワーに負けずに子どもに見習って成長したいですね！  （おか） 
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9月に入ると暑いけれど、なんとなく吹いてくる風が涼しく感じられられますね。 

 

 皆さん今年の夏はどういう風に過ごしましたか？ 

 どこかへ出かけたり、子どもと一緒に昼寝をしたり、毎日お仕事だったと言う人もいる人もいる 

でしょうね。 

 あおぞらでは、夏休み中は卒園生と会う機会があります。8月5日の卒園生との交流会では、思い 

出の川には行けなかったけれど、あおぞら恒例のカレーパーティーをしました。 

 久しぶりに会うお友だち、先生に最初は照れていても、すぐに打ち解けて、離れていた時間がウ 

ソのように笑い合っていました。 

 

 8月20日には夏祭り、年中・年長児のお店屋さん、お母さんたちのお店屋さん、先生たちのお店 

屋さん、そして卒園生のお店屋さん、ここでもお店を盛り上げるために、お店を出したり遊びに来 

てくれたり…嬉しいですね。 

クッキー屋さんをやった卒園生が「楽しかった、またやりたい」とつぶやいていたのが印象的でし 

た。 

 

 あおぞらを巣立っていった子どもたちが、いつでも戻ってこられる場所があること。 

 普段は忘れていても、あおぞらのことを思い出して、また行ける場所があること。そんな場所で 

あり続けているあおぞらっていいなあと感じた夏でした。 

 

                                       （スエ） 
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魚河岸シャツ、もうすぐ完成！ 

  

   今年の夏も暑かったですね。 

   わととの裁縫講座では、汗をとり肌にやさしく、涼しい手ぬぐいで作る魚河岸シャツが大人気。 

   本場、焼津へ出掛けたママが”今年の流行は２色（柄）使いよ”と流行をリサーチ。 

   夏祭りに間に合うかしら・・と製作に励みたいママ。 

   しかし、子どものごきげん、おなかの調子に左右され、 

    ”こんな日もあるよね。と”なかなか進まない日も。 

    “まだお祭りあるかな？暑い日に着られるよね。” 

 

   最初ママの近くを離れられなかった子もはいはいで部屋を冒険中。 

   ママ達はミシンをかけながらお話も弾んでいます。 

  

     完成近し！シャツを着てひと夏の記念写真撮りましょ！                  ＜かよ＞ 

わととわととわととわとと・・・・あおぞらあおぞらあおぞらあおぞら    

 

帰省して、おじいちゃん、おばあちゃんに会った時。 

孫に会えたのが嬉しくて、 

「いらっしゃい、よくきたね」 

「ほらおいで！」と抱きあげられた途端。 

プイッとそっぽをむいちゃったり。 

「ギャー」と泣き出しちゃったり。 

「イヤー」とか「キライ」とかまで言っちゃったり。 

その後は、パパから離れずぐずぐず・・・。 

ありがちな場面。 

場所も、人も慣れない時に、そんなにすぐに本調子は出せません。 

おじいちゃん、おばあちゃん。おねがい。 

自分から手がでるまで、ちょっとだけ待ってみて。 

そしたら、とってもいい笑顔を見せてくれるから。            （はる）                               

まほろばの部屋から 



平成２３年９月１日発行 

なのはな 第３８号 

 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

    

 

 きんぎょがにげた ／ 福音館   五味太郎 作･絵 

  

 ピンクの金魚が 鏡の中、ビンの中、あめだま・・・ 

 色々なところに逃げ出した！ みんなは見つけられるかな！？ 

 

「ここ！」「いた！」って、いい目ですぐに見つけちゃうよ。 

 

 さいごには、た～くさんの金魚の中に逃げ出した！ 

 あららら～ どこだろ～？ Ｔにはすぐに見つけられない。 

 けれど、「ここ！」ってほしさん、すぐ見つけちゃう。 

 見つけるのがだいすきなほしさん。 

 そんな こども心をつかむようで、 

 楽しんでみているよ。  

                             （めぐみ） 

育 て て よ し 、 ふ じ の く に 民 間 チ ャ レ ン ジ 応 援 事 業 

 

子育て中のお母さんのための 

無料電話相談 

 

０８００－７７７－７０８７ 
                 平日９時～１４時（祝祭日除く） 


